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背景

•文化政策の特徴

•文化政策における住民参加の取り組み

藤沢市の例

•藤沢市の現状
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論文の目標

•良い住民参加の政策は、良い合意形成から

•文化政策の特徴を踏まえた、自治体行政と住民との合意形成の
望ましい姿を提示する



1章
合意形成理論の先行研究



合意形成とは

多数決ではなくて、

話し合いによる解決
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３人の研究者の理論

•ローレンス・Ｅ・サスカインド

•原科幸彦

•倉坂秀典



コンセンサス・ビルディング５つのステップ

招集

役割
責任分担

ファシリテーション

合意の
達成

約束の実行



ファシリテーターの役割
表１ 例：景観条例アセスメントのマトリクス

主な課題

商業発展 景 観 不動産の
価値

税 収 安心
安全

主要関係者

地元商店（非住民） ◎ △ △ △ △

地元商店（住民） ◎ 〇 〇 〇 △

住 民（非商店） 〇 ◎ ◎ ◎ 〇

議 員 〇 〇 〇 ◎ 〇

不動産事業者 〇 〇 ◎ △ △

警 察 △ △ △ △ ◎
サスカインド書の表を元に作成



2章
自治体の文化政策における

住民合意形成とは



第1章で取り上げた先行研究の理論を
ふまえて……（資料６頁）

ここから文化政策における合意形成
について自説を述べる



文化政策について 1

•文化政策の目標

住民の文化権の確保

→文化豊かな環境で暮らす権利

まちと住民のアイデンティティの創出

→自治体のブランド化、都市間競争を意識



文化政策について ２の１

•文化政策の特徴

アーツマネジメント
「芸術文化は人々にとって必要で、公共性がある」
という事について、社会の理解を得るための活動

アーツアドミニストレーション
文化政策は行政職員、文化協会等の住民の文化団体・組織、自治
体の外郭団体が主要な担い手となる



文化政策について ２の2

•文化政策の「合意形成」の特徴

アーツマネジメントにもとづく
広報・広聴

アーツアドミニストレーションの
担い手の参加



３つの仮説

オープンな場での話し合い＝会議形式を前提に

•仮説１．……「９つの要素」 参加者等

•仮説２．……「ネオ円卓会議」２つの会議

•仮説３．……「５つの要件」

参加者以外の住民とのコミュニケーション



２つの事例

•神奈川県逗子市

『逗子市文化振興条例（仮称）検討委員会』

•神奈川県小田原市

『市民ホール検討委員会』



事例の検討事項

•『逗子市文化振興条例（仮称）検討委員会』

独自性のある条例が実現→文化政策の研究者であ
る小林真理が活躍した。

「仮説１．」「と仮説３．」で検討



「文化振興条例（仮称）検討委員会」

・円卓会議形式

市企画部 委員長（学識） 委員Ａ（団体）

小林真理（学識）

委員Ｂ（団体）

市担当理事

間瀬勝一
（市、学識）

副委員長（団体）



小田原市
「市民ホール基本計画検討委員会」

小田原市Webサイトより

『市民ホール検討委員会』

→専門家と市民による２つの
会議を設置し、住民参加の政
策をめざした。

「仮説２．」と「仮説３．」



二つの会議が併存

専門委員会 市民検討委員会

ミニレクチャー

提 言

意見交換会

市側事務局：プロセスの設計、会議運営補助など



３章
自治体の文化政策における

住民合意形成の望ましいプロセス
について



仮説の検証

•仮説１．……「９つの要素」

＋参加者情報の公開
•仮説２．……「ネオ円卓会議」
•仮説３．……「５つの要件」

＋参加者の主体性が醸成されるプロセスに
より、プロセス終了後も継続して関わるよ
うになる



終章 今後の展望

藤沢市の文化政策への提言



藤沢市文化芸術振興計画検討委員会

•目標であった条例制定はならず

•一般的な市民の参加がなかった

•シンポジウムは開催されず、気運を高め、
理解を広める動きはなかった



藤沢市の最大の課題

文化ゾーンの再整備

•市民会館の建て替え

•南図書館の建て替え



先進事例を参考に

専門委員会 市民委員会



ご清聴ありがとうございました。


